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平成25年11月1日現在

15,236（－18）人

7,960（－8）人

7,223（－8）

7,276（－10）人

内15歳未満1,746人〔11.5％〕
内65歳以上5,378人〔35.3％〕

増  転入15人 出生8人   その他0人
減  転出18人 死亡23人 その他0人

図書館休館

図書館休館

図書館休館

隠岐の島町ノーレジ袋デー

年金相談　13：00～16:00（役場ふれあいセンター） 

年金相談　 9：30～12:00（役場ふれあいセンター）

食育の日

クリスマス会　15:00～（隠岐の島町図書館）

図書館休館

図書館休館（1月4日まで）

天皇誕生日

第７回 隠岐の島町水泳競技会
と　き 12月1日（日）　
           午前９時～
ところ  屋内温水プール

■お問い合わせ先　屋内温水プール　電話２－７１１７

第３０回 みんなでつくる発表会

と　き 12月8日（日）　
           午前1時30分～午後4時
ところ  隠岐島文化会館

■お問い合わせ先  社会福祉法人わかば（あじさい）  電話２－5699

２０１４ 隠岐の島カレンダー販売

●価格/１冊1,000円（税込）B３二つ折り全28ページ
●販売場所/役場観光課・各支所・中出張所・町内各書店
●お申し込み・お問い合わせ先
　役場観光課　電話２－８５７５　FAX　２－４９９７
　Eメール　kankou@town.okinoshima.shimane.jp

第7回隠岐の島町水泳競技会　9：00～（屋内温水プール）
木質バイオマス講演会　10:00～　（隠岐島文化会館）

人権相談　13：00～15：00（役場布施支所）
議会定例会開会　9：30～（12月13日まで）

人権相談　13：00～16：00（隠岐島文化会館）

人権相談　10：00～12：00（中里集会所）
　　　　　13：00～15：00（役場五箇支所）

第30回みんなでつくる発表会　13:30～16:00 （隠岐島文化会館）
ジオパーク講座　13：30～　（五箇生涯学習センター）

遺言書作成体験講座 第2回 10:00～12:00（隠岐の島町
図書館）

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）
図書館休館

官庁仕事納め
納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

第3回隠岐国巡回講座「隠岐国分寺とその時代」 14：00
～（隠岐島文化会館）
遺言書作成体験講座 第1回 10:00～12:00（隠岐の島町
図書館）

発送料無料で全国へお届けします。発送料無料で全国へお届けします。
隠岐の島町の風景、伝統行事の写真を掲載した趣深い内容
です。ご自宅用、ご贈答用として、ぜひご利用ください。
隠岐の島町の風景、伝統行事の写真を掲載した趣深い内容
です。ご自宅用、ご贈答用として、ぜひご利用ください。

▼
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
回
想
さ
せ

る
よ
う
な
悲
惨
な
光
景
が
テ
レ
ビ
画
面
を

覆
い
ま
し
た
。
猛
烈
な
台
風
30
号
が
、フ

ィ
リ
ピ
ン
を
直
撃
し
、
壊
滅
的
な
被
害
状

況
の
影
像
で
し
た
。一
刻
も
早
い
、
被
災

者
の
救
助
と
国
際
的
な
救
援
が
急
が
れ

ま
す
。▼
今
年
は
、台
風
、集
中
豪
雨
な
ど

異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
台
風
26
号
に
よ
る
東
京
都
大
島
町
の

被
害
も
、人
ご
と
と
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

本
町
も
台
風
24
号
接
近
に
よ
り
、近
年
に

は
め
ず
ら
し
く
、
全
町
が
長
時
間
の
停
電

と
な
り
ま
し
た
。
私
事
で
す
が
、
そ
の
日

の
早
朝
、
停
電
に
気
づ
く
な
り
、
あ
わ
て

て
懐
中
電
灯
を
探
す
や
ら
、防
災
無
線
の

電
池
を
交
換
す
る
や
ら
で
、ば
た
ば
た
し

ま
し
た
。も
し
こ
れ
が
深
夜
で
あ
っ
た
ら
、と

思
う
と
・・・
。「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
。

日
頃
か
ら
備
え
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。▼
防
災
グ
ッ
ズ
の
準
備
や
、地
域
ぐ

る
み
の
協
力
体
制
な
ど
、家
庭
や
地
域
で

で
き
る
こ
と
を
、
改
め
て
点
検
し
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。▼
先
般
、那
久
地
区
の
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
取
材
を
し
ま
し
た
。

高
齢
化
と
過
疎
化
が
進
む
中
で
、何
と
か

地
域
に
元
気
が
出
る
よ
う
に
と
、大
会
を

初
め
て
誘
致
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
当

日
ま
で
に
、
地
区
民
総
出
で
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
を
行
い
、地
区
内
外
か
ら
多
く
の
チ

ー
ム
が
参
加
し
た
大
会
で
し
た
。
こ
の
よ

う
な
日
々
の
活
動
が
、み
ん
な
で
力
を
あ

わ
せ
て
地
域
を
守
る
意
識
を
高
め
、そ
し

て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
も
、
力
を
発
揮
す

る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。（
Ｔ
．Ｉ
）
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子
ども
消
防
団
磯
小
学
校
今
津
班
と
称
し
、大
人
顔
負
け
の
操
法
技
術
を
披
露
し
た
子
ども
た
ち
に
、会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
まし
た
。

　
子
ども
た
ち
は
、昨
年
、県
大
会
に
出
場
し
た
隠
岐
の
島
町
消
防
団
磯
分
団
今
津
班
の
団
員
に
よ
る
、小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
練
習
風
景
を
見
学
し
て

い
る
う
ち
に
、興
味
を
持
ち
、数
週
間
の
練
習
を
重
ね
、今
回
初
披
露
と
な
り
まし
た
。

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
披
露（
今
津
地
区
運
動
会
）１０
月１３日（

今
津
集
会
所
）

空路でつながるまちとまち

日本ジオパーク隠岐大会が開催されました

谷田紗彩さん
　
島根県知事賞受賞
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豊
中
市
は
、人
口
約
39
万
4
千
人
の

中
核
都
市
で
、大
阪
府
の
中
央
部
北
側
に

位
置
し
て
い
ま
す
。
市
の
北
東
部
に
は
、

千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
が
広
が
っ
て
お
り
、

住
宅
都
市
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、古
く
か
ら
、日
本
文
化
の
先

進
地
と
し
て
発
展
し
て
き
た
こ
と
で
、

先
史
時
代
の
遺
跡
や
古
墳
な
ど
が
た
く

さ
ん
残
さ
れ
て
い
る
ま
ち
で
す
。

豊中市キャラクター
マチカネくん

豊
中
市
っ
て

　

ど
ん
な
と
こ
ろ
？

豊中市

空路でつながるまちとまち空路でつながるまちとまち空路でつながるまちとまち

　町では、美しい自然や、歴史と伝統に育まれた文化・産業を活かして、魅
力ある島の情報発信を行い、「隠岐」の名を全国に広めるため、豊中市をは
じめとする各都市と、空港を活かした交流事業に取り組んでいます。
　今回の特集では、唯一、友好都市協定を結んでいる豊中市との交流の歩
みや、具体的な交流事業などについてご紹介します。

　

本
町
と
豊
中
市
の
交
流
が
始
ま
っ
た
の

は
、平
成
14
年
の
こ
と
で
、町
村
合
併
前
の

旧
都
万
村
を
、豊
中
市
関
係
者
の
方
が
訪
問

さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、平
成
15
年
に
隠
岐
高
校
が

第
75
回
選
抜
高
等
学
校
野
球
大
会
に
21

世
紀
枠
で
出
場
し
た
際
、豊
中
市
か
ら

練
習
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
無
償
で
お
借
り
し

た
こ
と
な
ど
か
ら
、本
格
的
な
交
流
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
以
来
、豊
中
市
の
夏
の
恒
例
イ
ベ
ン

ト
で
あ
る「
豊
中
ま
つ
り
」で
の
特
産
品
販

売
や
、少
年
野
球
チ
ー
ム
の
交
流
試
合
、写

真
サ
ー
ク
ル
の
美
術
交
流
な
ど
、様
々
な
活

動
を
通
し
て
、市
町
民
間
の
交
流
を
進
め
て

い
ま
す
。

豊
中
市
と
の
交
流
の
は
じ
ま
り

　

本
町
と
豊
中
市
は
、両
市
町
民
の
友
好

な
交
流
を
通
し
、空
港
を
活
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、平
成
22
年

10
月
１
日
に
、「
空
港
で
結
ぶ
友
好
都
市
提

携
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
に
は
、次
の
５
項
目
が
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
、項
目
ご
と
に
様
々
な
交

流
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

① 

ス
ポ
ー
ツ・
文
化
の
相
互
交
流

② 

事
業
所
等
の
相
互
交
流

③ 

商
業
振
興
に
関
す
る
相
互
協
力

④ 

災
害
時
の
相
互
応
援

⑤
そ
の
他
空
港
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く 

　

り
に
関
す
る
事
業

　

さ
ら
に
、こ
の
協
定
に
基
づ
き
、平
成

22
年
12
月
１
日
に
は
、「
災
害
時
の
相

互
応
援
に
関
す
る
協
定
」を
締
結
し
て
い

ま
す
。

　

協
定
で
は
、災
害
時
の
食
糧
・
生
活

物
資
な
ど
の
提
供
や
、復
旧
活
動
の
た
め

の
職
員
派
遣
な
ど
、相
互
援
助
活
動
に
関

す
る
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

空
港
で
結
ぶ

　
　
　
　

友
好
都
市
協
定　

握手を交わす松田町長と淺利敬一郎豊中市長

空港で結ぶ友好都市提携に
関する協定書

大阪府

隠岐の島町

～豊中市が友好都市
　であることをご存知ですか？～
～豊中市が友好都市
　であることをご存知ですか？～
～豊中市が友好都市
　であることをご存知ですか？～

夏季限定で就航しているジェット便
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◀
豊
中
市
か
ら
の
参
加

　

チ
ー
ム
に
よ
る
試
合
の
様
子

　県内外から多数のチームが参加
する、学童交流軟式野球大会「ご
ざんせカップ」。豊中市からも毎年
参加いただき、試合や民泊を通し
て、島内外の子どもたちがふれあ
う貴重な経験の場となっています。

　隠岐民謡の代表曲「隠岐しげさ節」を、
唄・三味線の部門で競い合う、「隠岐しげ
さ節全国大会」。
　右の写真は、今年の大会で飛び入り
参加し、三線の演奏を披露した豊中市
職員の三上亜弥さん。
　伝統芸能を通じた交流も深まっています。

　夏の恒例イベント、豊中まつり。
本町は、平成15年から参加してお
り、物産展の催しなどを通し、「魅
力ある隠岐」の情報発信を行い、
知名度アップを図っています。

　観光ツアーに訪れた豊
中市の皆さん。隠岐の自然
や文化を満喫して帰って
いただくことで、次々と新
たな交流につながってい
ます。

▲民泊で交流を深める子どもたち

▲来場者への観光PR

▲隠岐民謡の披露 ▲カニ汁をふるまった特産市

▲出店した物産展の様子

▲壇鏡の滝を見学 ▲五箇地区相撲大会を観戦

　観
中市
や文
ただくことで、次々と新
な交流につながってい
。▲壇鏡の滝を見学

いた
たな
ます五箇地区相撲大会を観戦▲五

▲来場者への観光PR

つり。
てお
「魅
行い、

▲カニ汁をふるまった特産市

▲出店した物産展の様子

広がる　交流の輪広がる　交流の輪
本
町
と
豊
中
市
の
交
流
が
始
ま
っ
て
１２
年
。

こ
こ
で
は
、住
民
同
士
で
深
ま
る
交
流
の
一
場
面
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

〝
ま
ち
と
ま
ち
〞の
つ
な
が
り
か
ら
、〝
ひ
と
と
ひ
と
〞の
つ
な
が
り
へ
。

交
流
の
輪
は
、ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
ま
す
。

隠
岐
の
島
町

隠
岐
の
島
町

豊
中
市

豊
中
市

　今回、初めて隠岐の島を訪れました。おいしい海の幸を堪能し、雄
大な自然にふれることができました。相撲大会では、親子相撲を観戦し、
家族や地域に守られて育つ子どもたちの姿に、ひととひとの深い絆を
感じました。また、隠岐の方たちの温かさにふれ、まちとまちのつな
がりも、ひととひとのつながりの積み重ねだと実感しました。
　ローソク島など、まだまだ行ってみたい場所があるので、是非、また
来たいと思っています。

　隠岐の岩ガキ、おいしくいただき
ました。学生の頃、離島で過ごした
経験があり、それから離島に興味を
持っています。隠岐のパンフレット
を見て、行ってみたいと思いました。

　豊中市蛍池にあるコミュニティカフェ
「CoCoKara」では、隠岐の特産市や、
隠岐の伝統芸能・郷土料理を紹介する
交流会「隠岐n i g h t」を、２ヶ月に１度
開催。豊中市の皆さんへの情報発信
や民間団体などとの交流が広がってい
ます。

ひととひとの絆を実感
豊中市職員　　堤　昌子さん

隠岐を訪れたい
豊中市在住　鈴木真結さん

　

本
町
で
は
、当
課
の
交
通
交
流
係
が
都
市

交
流
の
窓
口
の
仕
事
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　

縁
あ
っ
て
豊
中
市
さ
ん
と
の
交
流
が
始
ま

っ
て
12
年
。上
記
の
と
お
り
、今
ま
で
色
々
な

形
で
交
流
を
図
っ
て
き
ま
し
た
が
、ま
た
、新

た
な『
縁
』を
発
見
し
ま
し
た
。今
年
７
月
、

本
町
に
て
約
２
千
万
年
前
の『
マ
チ
カ
ネ
ワ
ニ
』

の
化
石
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
が
、実
は
、豊
中

市
で
は
、昭
和
39
年
に
、約
45
万
年
前
の
同

化
石
が
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。太
古
の
昔
の『
マ
チ
カ
ネ
ワ
ニ
』が
結
ぶ
、不

思
議
な『
縁
』を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

豊
中
市
は
、高
校
野
球（
甲
子
園
大
会
）

を
は
じ
め
、高
校
ラ
グ
ビ
ー
、サ
ッ
カ
ー
、ア
メ

フ
ト
の
発
祥
の
地
と
し
て
も
有
名
で
、大
変
ス

ポ
ー
ツ
の
盛
ん
な
魅
力
あ
ふ
れ
る
都
市
で
す
。

　

距
離
的
に
は
、遠
い
大
阪
で
す
が
、航
空
機

を
利
用
す
れ
ば
、わ
ず
か
約
１
時
間
の
フ
ラ

イ
ト
で
す
。

　

今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
、経
済
活
動
と

様
々
な
形
で
、交
流
の
輪
が
広
が
る
よ
う
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

スポーツ
交流

芸能
交流

芸能
交流 物産

交流 観光
交流

観光
交流

物産
交流

隠岐の島町役場　観光課

課長　吉田　隆

新
た
な『
縁
』で
つ
な
が
る
ま
ち

さん  しん



◀
豊
中
市
か
ら
の
参
加

　

チ
ー
ム
に
よ
る
試
合
の
様
子
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新鮮な野菜が数多く並ぶ市場の様子

ジオパークツアーで福浦トンネルを見学する参加者
の皆さん

開会セレモニーで挨拶をする日本ジオパークネット
ワーク理事長で糸魚川市の米田徹市長

10/15～18

10/20

命
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　
　
　

          

映
画「
う
ま
れ
る
」上
映

　

家
族
の
絆
や
命
の
大
切
さ
な
ど
を
考
え
る
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
う
ま
れ
る
」
の
上

映
会
が
、隠
岐
島
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
上
映
会
は
、隠
岐
の
島
町
ま
ち
づ
く

り
運
動
協
議
会
と
、今
津
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
活
動
す
る〝
ひ
ま
わ
り
ま
ま
く
ら
ぶ
〞

の
皆
さ
ん
が
、生
き
る
こ
と
を
心
か
ら
感
じ
て

も
ら
い
た
い
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、約
４
５
０
名
の
親
子
連
れ
な
ど

大
勢
の
方
が
来
場
し
、映
画
を
通
じ
て
、命
の

大
切
さ
な
ど
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
、日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
隠
岐
大
会
が
、隠
岐
島
文
化
会
館
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
全
国
大
会
は
、平
成
22
年
に
始
ま
り
、こ

れ
ま
で
、糸
魚
川
・
洞
爺
湖
有
珠
山
・
室
戸
の
各
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
認
定
地
域
で
開
催
さ
れ
、今
回
は
、今
年
９
月
に
世
界
認
定
さ

れ
た
、隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
隠
岐
諸
島
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
大
会
に
は
、日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟

す
る
全
国
32
地
域
と
、準
加
盟
の
15
地
域
な
ど
か
ら
約
５
０
０

名
が
参
加
し
、分
科
会
や
基
調
講
演
な
ど
を
通
じ
て
、現
状
や
課

題
、今
後
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進
策
と
活
用
策
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

10/19

無
病
息
災
と
五
穀
豊
穣
を
祈
り　
「
武
良
祭
風
流
」

日本ジオパーク隠岐大会開催～ジオパークを活用した地域振興策を探る～

　

農
商
工
が
連
携
し
、地
元
産
品
の
販
売
に

取
り
組
む
、隠
岐
ふ
る
さ
と
直
売
所「
あ
ん

き
市
場
」（
平
成
22
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
）

の
、開
店
３
周
年
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、島
内
産
の
新
米
な
ど
が

来
場
者
に
先
着
で
配
ら
れ
た
ほ
か
、大
勢

の
方
が
、直
売
施
設
な
ら
で
は
の
、新
鮮
な
島

内
産
品
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

１０/１２～１４

地
産
地
消
で
に
ぎ
わ
う

　
　
あ
ん
き
市
場
3
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

大勢の来場者でにぎわう会場の様子

　

３
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
、「
水
高
祭
」が
、

隠
岐
水
産
高
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、「
ご
当
地
！
絶
品
う
ま
い
も
ん

甲
子
園
」の
全
国
大
会
へ
も
出
場
し
た
、「
闘

牛
ブ
リ
バ
ー
ガ
ー
」や
製
造
実
習
製
品
の
販

売
の
ほ
か
、ヒ
ラ
メ
の
放
流
な
ど
も
行
わ
れ
、

会
場
は
、大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

隠
岐
の
島
町
の
三
大
祭
の
一
つ
と

さ
れ
る
「
隠
岐
武
良
祭
風
流
」（
県
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
）が
、北
小
学
校
横
の

祭
場
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
は
、鎌
倉
時
代
の
隠
岐
の
地

頭
、佐
々
木
定
綱
が
、無
病
息
災
と
五

穀
豊
穣
を
祈
願
し
、近
江
の
国
か
ら
日

神
と
月
神
を
迎
え
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

祭
場
で
は
、化
粧
を
し
た
若
者
が
、

太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
中
、八
王
子
神
社

の
日
神
と
、一
之
森
神
社
の
月
神
の
御

神
体
を
掲
げ
た
神
幸
行
列
が
合
流
。

　

大
勢
の
見
物
客
が
見
守
る
中
、祭
り

の
行
列
が
祭
場
を
ま
わ
っ
た
後
、
拝

馬
・
神
相
撲
・
占
手
・
浦
安
舞
・
流
鏑

馬
な
ど
の
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１０/１３

水
産
高
校
の
魅
力
満
載

　
　
　
　
　
　

     　
　
　

水
高
祭

横綱戦：座元「仁王あつや号」（写真右）
と寄方「隠岐嵐」の取り組みの様子

　

牛
突
き
本
場
所
の
千
秋
楽
、一夜
嶽
牛
突
き

大
会
が
、一
夜
嶽
牛
突
き
場（
北
方
地
区
）で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

４
０
０
名
を
超
え
る
観
客
の
皆
さ
ん
が
見

守
る
中
、引
き
分
け
戦
５
番
と
大
関
、横
綱

に
よ
る
真
剣
勝
負
２
番
が
披
露
さ
れ
、迫
力

あ
る
取
り
組
み
の
数
々
に
、会
場
は
大
き
な

歓
声
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

１０/１３

今
年
最
後
の
大
熱
戦

　
　
　
　
　

   

一
夜
嶽
牛
突
き
大
会

写真左：顔に化粧をし、太鼓を打ち鳴らして舞う様子
写真右：子どもたちによる「神相撲」の様子

上映に先立ち、映画への想いなどを語る、ひまわりままくらぶ
の吉田久美さん（写真左）と隠岐の島町まちづくり運動協議
会の加藤一朗さん

10/26

節
目
の
年
を
祝
う　

隠
岐
高
等
学
校
１
０
０
周
年
記
念
式
典

　

隠
岐
高
等
学
校
の
創
立
１
０
０
周
年

記
念
式
典
が
、隠
岐
島
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
、在
校
生
や
卒
業
生
な
ど
約
６

０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、生
徒
に
よ
る
し
げ
さ
踊

り
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
、隠
岐
古

典
相
撲
を
題
材
と
し
た
映
画
「
渾
身
」

の
錦
織
良
成
監
督
に
よ
る
記
念
講
演
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

隠
岐
高
等
学
校
は
、西
郷
町
外
11
村

立
隠
岐
女
子
技
芸
学
校
と
し
て
、大
正

２
年（
１
９
１
３
年
）４
月
に
開
校
し
て

以
来
、幾
多
の
変
遷
を
重
ね
、昭
和
23
年

（
１
９
４
８
年
）に
隠
岐
高
等
高
校
と
な

り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
に
、約
１
万
２
千

人
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

写真左：記念講演の講師をされた映画監督錦織良成氏
写真右：アトラクションでしげさ踊りを披露する隠岐高校生徒の皆さん

１０/26～27

近
代
卓
球
の
技
術
を
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卓
球
講
習
会

　

島
根
県
卓
球
協
会
に
よ
る
、卓
球
講
習

会
が
開
催
さ
れ
、町
内
の
学
校
で
卓
球
部

に
所
属
す
る
小
中
高
生
や
、一
般
の
卓

球
愛
好
者
な
ど
約
50
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

講
師
に
、元
卓
球
日
本
代
表
男
子
監

督
で
、近
畿
大
学
教
授
の
高
島
規
郎
氏
を

お
招
き
し
、近
代
卓
球
の
技
術
を
学
び
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、高
島
先
生
の
理

論
的
な
卓
球
指
導
に
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

子どもたちに指導をする高島規郎教授（写真中央）

ジオパークについての学習結果を発表する
北小学校児童の皆さん



新鮮な野菜が数多く並ぶ市場の様子

ジオパークツアーで福浦トンネルを見学する参加者
の皆さん

開会セレモニーで挨拶をする日本ジオパークネット
ワーク理事長で糸魚川市の米田徹市長

10/15～18

10/20

命
の
大
切
さ
を
学
ぶ

　
　
　

          

映
画「
う
ま
れ
る
」上
映

　

家
族
の
絆
や
命
の
大
切
さ
な
ど
を
考
え
る
、

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
う
ま
れ
る
」
の
上

映
会
が
、隠
岐
島
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
上
映
会
は
、隠
岐
の
島
町
ま
ち
づ
く

り
運
動
協
議
会
と
、今
津
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
な
ど
で
活
動
す
る〝
ひ
ま
わ
り
ま
ま
く
ら
ぶ
〞

の
皆
さ
ん
が
、生
き
る
こ
と
を
心
か
ら
感
じ
て

も
ら
い
た
い
と
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、約
４
５
０
名
の
親
子
連
れ
な
ど

大
勢
の
方
が
来
場
し
、映
画
を
通
じ
て
、命
の

大
切
さ
な
ど
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
活
性
化
を
目
的
と
し
た
、日
本
ジ
オ
パ
ー

ク
隠
岐
大
会
が
、隠
岐
島
文
化
会
館
を
主
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
全
国
大
会
は
、平
成
22
年
に
始
ま
り
、こ

れ
ま
で
、糸
魚
川
・
洞
爺
湖
有
珠
山
・
室
戸
の
各
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
認
定
地
域
で
開
催
さ
れ
、今
回
は
、今
年
９
月
に
世
界
認
定
さ

れ
た
、隠
岐
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
隠
岐
諸
島
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
大
会
に
は
、日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
盟

す
る
全
国
32
地
域
と
、準
加
盟
の
15
地
域
な
ど
か
ら
約
５
０
０

名
が
参
加
し
、分
科
会
や
基
調
講
演
な
ど
を
通
じ
て
、現
状
や
課

題
、今
後
の
ジ
オ
パ
ー
ク
の
推
進
策
と
活
用
策
な
ど
が
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

10/19

無
病
息
災
と
五
穀
豊
穣
を
祈
り　
「
武
良
祭
風
流
」

日本ジオパーク隠岐大会開催～ジオパークを活用した地域振興策を探る～

　

農
商
工
が
連
携
し
、地
元
産
品
の
販
売
に

取
り
組
む
、隠
岐
ふ
る
さ
と
直
売
所「
あ
ん

き
市
場
」（
平
成
22
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
）

の
、開
店
３
周
年
を
記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、島
内
産
の
新
米
な
ど
が

来
場
者
に
先
着
で
配
ら
れ
た
ほ
か
、大
勢

の
方
が
、直
売
施
設
な
ら
で
は
の
、新
鮮
な
島

内
産
品
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

１０/１２～１４

地
産
地
消
で
に
ぎ
わ
う

　
　
あ
ん
き
市
場
3
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

大勢の来場者でにぎわう会場の様子

　

３
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
、「
水
高
祭
」が
、

隠
岐
水
産
高
校
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、「
ご
当
地
！
絶
品
う
ま
い
も
ん

甲
子
園
」の
全
国
大
会
へ
も
出
場
し
た
、「
闘

牛
ブ
リ
バ
ー
ガ
ー
」や
製
造
実
習
製
品
の
販

売
の
ほ
か
、ヒ
ラ
メ
の
放
流
な
ど
も
行
わ
れ
、

会
場
は
、大
勢
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　

隠
岐
の
島
町
の
三
大
祭
の
一
つ
と

さ
れ
る
「
隠
岐
武
良
祭
風
流
」（
県
指
定

無
形
民
俗
文
化
財
）が
、北
小
学
校
横
の

祭
場
を
中
心
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
は
、鎌
倉
時
代
の
隠
岐
の
地

頭
、佐
々
木
定
綱
が
、無
病
息
災
と
五

穀
豊
穣
を
祈
願
し
、近
江
の
国
か
ら
日

神
と
月
神
を
迎
え
た
の
が
始
ま
り
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

祭
場
で
は
、化
粧
を
し
た
若
者
が
、

太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
す
中
、八
王
子
神
社

の
日
神
と
、一
之
森
神
社
の
月
神
の
御

神
体
を
掲
げ
た
神
幸
行
列
が
合
流
。

　

大
勢
の
見
物
客
が
見
守
る
中
、祭
り

の
行
列
が
祭
場
を
ま
わ
っ
た
後
、
拝

馬
・
神
相
撲
・
占
手
・
浦
安
舞
・
流
鏑

馬
な
ど
の
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１０/１３

水
産
高
校
の
魅
力
満
載

　
　
　
　
　
　

     　
　
　

水
高
祭

横綱戦：座元「仁王あつや号」（写真右）
と寄方「隠岐嵐」の取り組みの様子

　

牛
突
き
本
場
所
の
千
秋
楽
、一夜
嶽
牛
突
き

大
会
が
、一
夜
嶽
牛
突
き
場（
北
方
地
区
）で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。　

　

４
０
０
名
を
超
え
る
観
客
の
皆
さ
ん
が
見

守
る
中
、引
き
分
け
戦
５
番
と
大
関
、横
綱

に
よ
る
真
剣
勝
負
２
番
が
披
露
さ
れ
、迫
力

あ
る
取
り
組
み
の
数
々
に
、会
場
は
大
き
な

歓
声
と
拍
手
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

１０/１３

今
年
最
後
の
大
熱
戦

　
　
　
　
　

   

一
夜
嶽
牛
突
き
大
会

写真左：顔に化粧をし、太鼓を打ち鳴らして舞う様子
写真右：子どもたちによる「神相撲」の様子

上映に先立ち、映画への想いなどを語る、ひまわりままくらぶ
の吉田久美さん（写真左）と隠岐の島町まちづくり運動協議
会の加藤一朗さん

10/26

節
目
の
年
を
祝
う　

隠
岐
高
等
学
校
１
０
０
周
年
記
念
式
典

　

隠
岐
高
等
学
校
の
創
立
１
０
０
周
年

記
念
式
典
が
、隠
岐
島
文
化
会
館
で
開

催
さ
れ
、在
校
生
や
卒
業
生
な
ど
約
６

０
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、生
徒
に
よ
る
し
げ
さ
踊

り
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
、隠
岐
古

典
相
撲
を
題
材
と
し
た
映
画
「
渾
身
」

の
錦
織
良
成
監
督
に
よ
る
記
念
講
演
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

隠
岐
高
等
学
校
は
、西
郷
町
外
11
村

立
隠
岐
女
子
技
芸
学
校
と
し
て
、大
正

２
年（
１
９
１
３
年
）４
月
に
開
校
し
て

以
来
、幾
多
の
変
遷
を
重
ね
、昭
和
23
年

（
１
９
４
８
年
）に
隠
岐
高
等
高
校
と
な

り
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
に
、約
１
万
２
千

人
の
卒
業
生
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

写真左：記念講演の講師をされた映画監督錦織良成氏
写真右：アトラクションでしげさ踊りを披露する隠岐高校生徒の皆さん

１０/26～27

近
代
卓
球
の
技
術
を
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卓
球
講
習
会

　

島
根
県
卓
球
協
会
に
よ
る
、卓
球
講
習

会
が
開
催
さ
れ
、町
内
の
学
校
で
卓
球
部

に
所
属
す
る
小
中
高
生
や
、一
般
の
卓

球
愛
好
者
な
ど
約
50
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

講
師
に
、元
卓
球
日
本
代
表
男
子
監

督
で
、近
畿
大
学
教
授
の
高
島
規
郎
氏
を

お
招
き
し
、近
代
卓
球
の
技
術
を
学
び
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、高
島
先
生
の
理

論
的
な
卓
球
指
導
に
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

子どもたちに指導をする高島規郎教授（写真中央）

ジオパークについての学習結果を発表する
北小学校児童の皆さん



　

隠
岐
の
島
町
の
三
大
祭
り
の
一
つ
で

あ
る
武
良
祭
風
流（
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
）の
祭
場（
中
村
地
区
）に
あ

り
、祭
場
の
松
、宝
蓋（
ほ
う
が
い
）松
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

樹
高
16
メ
ー
ト
ル
、幹
回
り
４・
75
メ

ー
ト
ル
で
、枝
ぶ
り
は
、ゆ
る
や
か
で
傘

の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
唐

傘
の
松
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

武
良
祭
風
流
で
は
、八
王
子
神
社
の

「
日
神
」
と
一
之
森
神
社
の「
月
神
」

が
、祭
場
で
出
会
い
お
互
い
に
拝
礼
し

た
後
、こ
の
松
を
中
心
に
そ
の
周
囲
を

３
回
半
ま
わ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、30
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所

に
明
神
の
松
と
呼
ば
れ
る
巨
木
が
あ

り
、唐
傘
の
松
と
対
を
な
し
て
い
ま
し

た
が
、明
神
の
松
は
落
雷
な
ど
の
被
害

に
よ
り
損
傷
が
進
み
、昭
和
26
年
に
地

上
５
メ
ー
ト
ル
付
近
で
折
れ
た
た
め
、

伐
採
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

1 0
月
６
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
、第

７
回
隠
岐
の
島
シ
ー
サ
イ
ド〝
風
〞マ
ラ

ソ
ン
大
会
に
は
、10
キ
ロ・
５
キ
ロ（
一
般
）、

３
キ
ロ（
中
学
生
個
人
・
団
体
）
、２
キ

ロ（
親
子
・一
般
ペ
ア
）の
各
部
門
合
わ
せ

て
３
３
９
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
出
場
し
、都

万
湾
岸
コ
ー
ス
を
駆
け
ぬ
け
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、よ
り
多
く
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
た
め
、1 0
キ
ロ
コ
ー
ス
は
、

ル
ー
ト
を
変
更
し
、親
子
・一
般
ペ
ア
コ
ー

ス
は
、距
離
を
３
キ
ロ
か
ら
２
キ
ロ
に
変

更
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
親
子
の
共
同
作
業

を
通
し
て
子
ど
も
の
成
長
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、毎
年
参
加
し
て
い
る
」
と

い
う
声
も
増
え
て
い
ま
す
。
大
会
に
向
け

て
、年
間
を
通
し
て
家
族
で
練
習
す
る
な

ど
、健
康
づ
く
り
や
家
庭
教
育
の
場
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
だ
走
っ
た
こ
と
の
な
い
皆
さ
ん
も
来

年
の
大
会
に
参
加
し
て
、こ
こ
ち
よ
い「
隠

岐
の
風
」を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

大
会
の
結
果
は
、下
記
の
と
お
り
で
す
。

【
各
部
門
優
勝
者
一
覧
】

 
（
10
キ
ロ
一
般
男
子・女
子
）

Ａ
男
子
29
歳
以
下　
　

藤
澤 

直
輝

Ｂ
男
子
30
歳
〜
49
歳　

齋
藤 

正
和

Ｃ
男
子
50
歳
以
上　
　

槙
原 

進

Ｅ
女
子
30
歳
〜
49
歳　

光
岡 

小
富
美

Ｆ
女
子
50
歳
以
上　
　

仲
本 

和
美

 

（
５
キ
ロ
一
般
男
子・女
子
）

Ｇ
男
子
29
歳
以
下　
　

堀 
耕
友

Ｈ
男
子
30
歳
〜
49
歳　

松
本 
晃
史

Ｉ
男
子
50
歳
以
上　
　

川
口 
誠

Ｋ
女
子
30
歳
〜
49
歳　

曽
我
部 
真
弓

Ｌ
女
子
50
歳
以
上　
　

大
庭 

梅
香

 

（
３
キ
ロ
中
学
生
）

男
子
個
人　
　
　
　

下
川 

拓
斗（
西
郷
中
）

男
子
団
体　
　
　
　

西
郷
南
中
学
校
Ａ

女
子
個
人　
　
　
　
　

江 

百
香（
西
郷
中
）

女
子
団
体　
　
　
　

西
郷
中
学
校
Ａ

 

（
２
キ
ロ
親
子
・
一
般
ペ
ア
）

親
子
ペ
ア　
　
　
　

藤
田 

祐
貴・一
晴

　
一
般
ペ
ア　
　
　
　
山
本 

悟・齋
藤 

城
納

　

第
３
回
島
根
県
神
話
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
、西
郷
中
学
校
１
年
の
谷
田
紗
彩

さ
ん
が
、最
高
賞
の
島
根
県
知
事
賞（
中
学

生
の
部・受
賞
者
１
名
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、児
童
生
徒
が
、

神
話
や
神
楽
な
ど
、島
根
県
の
歴
史
・
文
化

な
ど
か
ら
着
想
し
た
こ
と
を
絵
画
に
表
現

す
る
も
の
で
す
。

島
根
県
知
事
賞
受
賞　

第
３
回
島
根
県
神
話
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

電
話
２‐
２
２
０
６（
代
表
）町長に受賞の報告をする谷田紗彩さん

（写真左から松田町長・谷田さん・西郷中学校冨田校長）

隠岐国分寺蓮華会舞
を画題として描かれた
谷田さんの作品

練習の成果を発揮し精一杯走る参加者

　島根県古代文化センターで
は、本年度より連続歴史授業
「隠岐国巡回講座」を開催して
います。3回目となる今回は、
島根大学法文学部教授の大橋
泰夫氏を招き、近年の発掘調査
で多大な成果を上げた隠岐国
分寺について講演を行います。
　また、発掘調査で出土した瓦
や土器の展示も行う予定です。
　奈良時代、国の華と称された
国分寺。その謎と魅力について
学んでみませんか。

　知っておきたい「遺言書の書き方」や「相続」
について、実例に基づき分かりやすくお話しいた
だきます。「遺言書って何の役に立つの？」「どう
書けばいいの？」という方、お話を聞きながら、
一緒に作ってみませんか。第1回では、遺言書の基
本を、第2回では、その応用を学びます。申込・参
加費は、不要ですので、お気軽にご参加ください。

講師 ： 吉田まどか弁護士（こだま法律事務所）
日時 ：　第1回　12月7日(土)
　　　　　　 　　午前10時から正午まで
　　　第2回　12月14日(土)
　　　　　　 　　午前10時から正午まで
場所 ： 隠岐の島町図書館 研修室

自分に合った遺言書を書こう

　図書館でクリスマス会を行います。クリスマスの絵
本を読んだり、みんなで工作をしたりします。
　是非お越しください！
日時 ： 12月21日（土）午後３時から
場所 ： 隠岐の島町図書館 研修室

クリスマス会開催！

　新しいCD・DVDが約70点入りました。笑って
楽しめるものから泣けるものまで、いろいろ揃って
いますので、是非ご覧ください。（館内で視聴する
こともできます。）

新しいＣＤ・ＤＶＤが入りました

しまのたからものしまのたからもの
Vol.２８

から  かさ        まつ

唐傘の松
（町指定史跡・天然記念物）

第3回隠岐国巡回講座のご案内
「隠岐国分寺とその時代」

第3回隠岐国巡回講座のご案内
「隠岐国分寺とその時代」

隠岐国分寺発掘調査の様子

●日時 ： 平成25年12月7日（土）
●時間 ： 午後2時から4時まで
●会場 ： 隠岐島文化会館2階集会室
●講師 ： 大橋泰夫氏（島根大学法文学部教授）
●参加料 ： 無料
●その他 ： 事前申し込み不要
■お問い合わせ先　島根県古代文化センター　
                               電話 0852-22-6726

遺言書作成体験 連続講座

過
去
最
高
の
参
加
者
！

親
子
ペ
ア
が
大
好
評
で
し
た
！
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隠
岐
の
島
町
の
三
大
祭
り
の
一
つ
で

あ
る
武
良
祭
風
流（
県
指
定
無
形
民
俗

文
化
財
）の
祭
場（
中
村
地
区
）に
あ

り
、祭
場
の
松
、宝
蓋（
ほ
う
が
い
）松
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

樹
高
16
メ
ー
ト
ル
、幹
回
り
４・
75
メ

ー
ト
ル
で
、枝
ぶ
り
は
、ゆ
る
や
か
で
傘

の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
唐

傘
の
松
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

武
良
祭
風
流
で
は
、八
王
子
神
社
の

「
日
神
」
と
一
之
森
神
社
の「
月
神
」

が
、祭
場
で
出
会
い
お
互
い
に
拝
礼
し

た
後
、こ
の
松
を
中
心
に
そ
の
周
囲
を

３
回
半
ま
わ
り
ま
す
。

　

か
つ
て
は
、30
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
場
所

に
明
神
の
松
と
呼
ば
れ
る
巨
木
が
あ

り
、唐
傘
の
松
と
対
を
な
し
て
い
ま
し

た
が
、明
神
の
松
は
落
雷
な
ど
の
被
害

に
よ
り
損
傷
が
進
み
、昭
和
26
年
に
地

上
５
メ
ー
ト
ル
付
近
で
折
れ
た
た
め
、

伐
採
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

1 0
月
６
日（
日
）に
開
催
さ
れ
た
、第

７
回
隠
岐
の
島
シ
ー
サ
イ
ド〝
風
〞マ
ラ

ソ
ン
大
会
に
は
、10
キ
ロ・
５
キ
ロ（
一
般
）、

３
キ
ロ（
中
学
生
個
人
・
団
体
）
、２
キ

ロ（
親
子
・一
般
ペ
ア
）の
各
部
門
合
わ
せ

て
３
３
９
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
出
場
し
、都

万
湾
岸
コ
ー
ス
を
駆
け
ぬ
け
ま
し
た
。

　

今
大
会
で
は
、よ
り
多
く
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
く
た
め
、1 0
キ
ロ
コ
ー
ス
は
、

ル
ー
ト
を
変
更
し
、親
子
・一
般
ペ
ア
コ
ー

ス
は
、距
離
を
３
キ
ロ
か
ら
２
キ
ロ
に
変

更
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
親
子
の
共
同
作
業

を
通
し
て
子
ど
も
の
成
長
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
、毎
年
参
加
し
て
い
る
」
と

い
う
声
も
増
え
て
い
ま
す
。
大
会
に
向
け

て
、年
間
を
通
し
て
家
族
で
練
習
す
る
な

ど
、健
康
づ
く
り
や
家
庭
教
育
の
場
と
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
だ
走
っ
た
こ
と
の
な
い
皆
さ
ん
も
来

年
の
大
会
に
参
加
し
て
、こ
こ
ち
よ
い「
隠

岐
の
風
」を
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

大
会
の
結
果
は
、下
記
の
と
お
り
で
す
。

【
各
部
門
優
勝
者
一
覧
】

 

（
10
キ
ロ
一
般
男
子・女
子
）

Ａ
男
子
29
歳
以
下　
　

藤
澤 

直
輝

Ｂ
男
子
30
歳
〜
49
歳　

齋
藤 

正
和

Ｃ
男
子
50
歳
以
上　
　

槙
原 

進

Ｅ
女
子
30
歳
〜
49
歳　

光
岡 

小
富
美

Ｆ
女
子
50
歳
以
上　
　

仲
本 

和
美

 

（
５
キ
ロ
一
般
男
子・女
子
）

Ｇ
男
子
29
歳
以
下　
　

堀 

耕
友

Ｈ
男
子
30
歳
〜
49
歳　

松
本 

晃
史

Ｉ
男
子
50
歳
以
上　
　

川
口 

誠

Ｋ
女
子
30
歳
〜
49
歳　

曽
我
部 

真
弓

Ｌ
女
子
50
歳
以
上　
　

大
庭 

梅
香

 

（
３
キ
ロ
中
学
生
）

男
子
個
人　
　
　
　

下
川 

拓
斗（
西
郷
中
）

男
子
団
体　
　
　
　

西
郷
南
中
学
校
Ａ

女
子
個
人　
　
　
　
　

江 

百
香（
西
郷
中
）

女
子
団
体　
　
　
　

西
郷
中
学
校
Ａ

 

（
２
キ
ロ
親
子
・
一
般
ペ
ア
）

親
子
ペ
ア　
　
　
　

藤
田 

祐
貴・一
晴

　
一
般
ペ
ア　
　
　
　
山
本 

悟・齋
藤 

城
納

　

第
３
回
島
根
県
神
話
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

に
お
い
て
、西
郷
中
学
校
１
年
の
谷
田
紗
彩

さ
ん
が
、最
高
賞
の
島
根
県
知
事
賞（
中
学

生
の
部・受
賞
者
１
名
）を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、児
童
生
徒
が
、

神
話
や
神
楽
な
ど
、島
根
県
の
歴
史
・
文
化

な
ど
か
ら
着
想
し
た
こ
と
を
絵
画
に
表
現

す
る
も
の
で
す
。

島
根
県
知
事
賞
受
賞　

第
３
回
島
根
県
神
話
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル

隠
岐
の
島
町
教
育
委
員
会
事
務
局

電
話
２‐

２
２
０
６（
代
表
）町長に受賞の報告をする谷田紗彩さん

（写真左から松田町長・谷田さん・西郷中学校冨田校長）

隠岐国分寺蓮華会舞
を画題として描かれた
谷田さんの作品

練習の成果を発揮し精一杯走る参加者

　島根県古代文化センターで
は、本年度より連続歴史授業
「隠岐国巡回講座」を開催して
います。3回目となる今回は、
島根大学法文学部教授の大橋
泰夫氏を招き、近年の発掘調査
で多大な成果を上げた隠岐国
分寺について講演を行います。
　また、発掘調査で出土した瓦
や土器の展示も行う予定です。
　奈良時代、国の華と称された
国分寺。その謎と魅力について
学んでみませんか。

　知っておきたい「遺言書の書き方」や「相続」
について、実例に基づき分かりやすくお話しいた
だきます。「遺言書って何の役に立つの？」「どう
書けばいいの？」という方、お話を聞きながら、
一緒に作ってみませんか。第1回では、遺言書の基
本を、第2回では、その応用を学びます。申込・参
加費は、不要ですので、お気軽にご参加ください。

講師 ： 吉田まどか弁護士（こだま法律事務所）
日時 ：　第1回　12月7日(土)
　　　　　　 　　午前10時から正午まで
　　　第2回　12月14日(土)
　　　　　　 　　午前10時から正午まで
場所 ： 隠岐の島町図書館 研修室

自分に合った遺言書を書こう

　図書館でクリスマス会を行います。クリスマスの絵
本を読んだり、みんなで工作をしたりします。
　是非お越しください！
日時 ： 12月21日（土）午後３時から
場所 ： 隠岐の島町図書館 研修室

クリスマス会開催！

　新しいCD・DVDが約70点入りました。笑って
楽しめるものから泣けるものまで、いろいろ揃って
いますので、是非ご覧ください。（館内で視聴する
こともできます。）

新しいＣＤ・ＤＶＤが入りました

しまのたからものしまのたからもの
Vol.２８

から  かさ        まつ

唐傘の松
（町指定史跡・天然記念物）

第3回隠岐国巡回講座のご案内
「隠岐国分寺とその時代」

第3回隠岐国巡回講座のご案内
「隠岐国分寺とその時代」

隠岐国分寺発掘調査の様子

●日時 ： 平成25年12月7日（土）
●時間 ： 午後2時から4時まで
●会場 ： 隠岐島文化会館2階集会室
●講師 ： 大橋泰夫氏（島根大学法文学部教授）
●参加料 ： 無料
●その他 ： 事前申し込み不要
■お問い合わせ先　島根県古代文化センター　
                               電話 0852-22-6726

遺言書作成体験 連続講座

過
去
最
高
の
参
加
者
！

親
子
ペ
ア
が
大
好
評
で
し
た
！
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農
地
に
関
す
る

　
　
　
　
　
相
談
に
つ
い
て

◆
農
地
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
ご
相
談

は
、「
隠
岐
の
島
町
農
業
委
員
会
」
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
農
地
の
所
有
権
を
移
転（
売
買
、贈
与

な
ど
）し
た
い
場
合
は…

　
売
買
、贈
与
な
ど
に
よ
り
、農
地
の
所

有
権
を
移
転
し
た
い
場
合
は
、「
農
地
法

第
３
条
」の
許
可
が
必
要
で
す
。農
業
委

員
会
事
務
局
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、農
地
を
譲
り
受
け
る
人
は
、そ

の
求
め
る
農
地
の
面
積
を
含
め「
30
ａ
」

の
農
業
経
営
面
積
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、経
営
す
る
農
地
は
、全
部
耕
作

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
が

あ
り
ま
す
。

●
農
地
を
「
貸
し
た
い
」
、「
借
り
た
い
」

場
合
は…

　
本
町
に
は
、農
地
の
利
用
集
積
を
促

進
す
る
組
織
と
し
て「
隠
岐
の
島
町
農
業

公
社
」が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、公
社
は
、農
用
地
利
用
集
積
円

滑
化
団
体
と
し
て
、農
地
の
所
有
者
の
委

任
を
受
け
、担
い
手
に
貸
付
な
ど
を
行
う

事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度

　
赤
十
字
社
資
の
お
礼
と
報
告

　
５
月
に
実
施
し
ま
し
た「
赤
十
字
運
動
」

に
、皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
社

資
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

【
社
資
】

●
件
数
：
３
，８
６
５
件

●
金
額
：
３
，０
４
９
，３
５
０
円

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
善
意
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、こ
の
社
資
は
、日
本
赤
十
字
社

島
根
県
支
部
へ
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

８
５
６
１

福
祉
に
関
す
る

　
　
　
　
相
談
窓
口
に
つ
い
て

　
役
場
福
祉
課
で
は
、町
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
、児
童
・
障
が
い
・
高
齢
者
な
ど
、

福
祉
に
関
す
る
相
談
を
、随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
ご
本
人
、ご
家
族
、地
域
の
方
な
ど
で

困
っ
た
こ
と
や
相
談
が
あ
る
場
合
は
、下

記
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、受
付
時
間
は
、月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
の
、午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　（※

祝
祭
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
）

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
最
近
、家
庭
で
の
焼
却
に
関
す
る
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
紙
く
ず
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
燃
や
し
た

り
、庭
木
の
せ
ん
定
し
た
枝
葉
を
燃
や
し
た

り
し
て
、近
所
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん

か
？

　
こ
の
よ
う
な
野
外
で
の
廃
棄
物
の
焼
却

は
、一
部
の
例
外
を
除
き
法
律
で
禁
止
さ

れ
、違
反
者
は
、罰
せ
ら
れ
ま
す
。

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の

①
と
ん
ど
焼
き
な
ど
風
俗
習
慣
上
、ま
た

は
、宗
教
上
の
行
事
を
行
う
た
め
に
必
要

な
焼
却
。

②
稲
わ
ら・果
樹
の
伐
採
し
た
枝
の
焼
却
、

土
手
焼
き
な
ど
、農
業
・
林
業
ま
た
は
、漁

業
を
営
む
た
め
、や
む
を
得
な
い
も
の

③
た
き
火
や
せ
ん
定
し
た
庭
木
の
焼
却
な

ど
、日
常
生
活
の
中
で
通
常
行
わ
れ
る
軽

微
な
焼
却
。（「
軽
微
な
焼
却｣

と
は
、煙
の

量
や
に
お
い
な
ど
が
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な

い
程
度
の
少
量
の
焼
却
で
す
。）

※

例
外
に
あ
た
る
場
合
で
も
、煙
や
に
お

い
、火
の
粉
な
ど
で
、周
辺
の
方
へ
迷
惑
を

か
け
る
野
焼
き
は
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

野
焼
き
を
し
な
い
た
め
に

①
畑
や
庭
か
ら
出
た
草
木
は
焼
却
を
せ
ず

土
に
埋
め
る
か
、燃
え
る
ご
み
と
し
て
処
分

し
ま
し
ょ
う
。

②
ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
、資
源
に
な
る
も

の
は
資
源
回
収
に
出
す
こ
と
や
、生
ゴ
ミ
の

た
い
肥
化
な
ど
、積
極
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
を

推
進
し
ま
し
ょ
う
。   

  

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
２-

８
５
６
５

東
京
五
輪
に
便
乗
し
た
詐
欺
に

　
　
　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
、東
京
五

輪
に
便
乗
し
、「
入
場
券
が
も
ら
え
る
」

な
ど
と
話
を
持
ち
か
け
、株
取
引
や
事
業

投
資
を
勧
誘
す
る
と
い
う
事
例
が
全
国

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
勧
誘
例
】

●
東
京
五
輪
の
関
連
企
業
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
数
量
限
定
で
、全
国
へ
無
作
為
に

送
っ
て
い
る
か
ら
投
資
し
な
い
か
。

●
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
後
に
、電
話

を
し
た
ら
五
輪
の
入
場
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
。

●
五
輪
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、地
価
が
上

昇
す
る
か
ら
不
動
産
を
扱
う
フ
ァ
ン
ド

に
投
資
し
な
い
か
。

　
こ
の
よ
う
な
勧
誘
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、こ
れ
ら
の
詐
欺
は
、高
齢
者

が
狙
わ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、特

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
実
際
に
そ
の
よ
う
な
話
を
持
ち
か
け
ら

れ
た
場
合
や
、怪
し
い
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
と
い
う
方
は
、左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　電
話
２-

８
５
６
６

●
農
地
を
相
続
す
る
場
合
は…

　　
相
続
な
ど
に
よ
っ
て
農
地
を
取
得
し

た
人
は
、農
地
の
あ
る
農
業
委
員
会
へ
の

届
出
が
必
要
で
す
。 

●
農
地
を
農
地
以
外（
植
林
、宅
地
、墓

地
な
ど
）に
転
用
し
た
い
場
合
は…

　
ご
自
分
が
所
有
す
る
農
地
を
転
用
す
る

場
合
は
、「
農
地
法
第
４
条
」、別
の
人
が

所
有
す
る
農
地
を
求
め
転
用
す
る
場
合

は
、「
農
地
法
第
５
条
」の
許
可
が
必
要

で
す
。農
業
委
員
会
事
務
局
に
申
請
書

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※

許
可
な
し
に
転
用
行
為
を
行
な
っ
た

場
合
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。 

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

　
隠
岐
の
島
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
役
場
農
林
水
産
課
内

　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
２-

８
５
６
３

子
ど
も
と
た
ば
こ

子
ど
も
と
た
ば
こ

　
隠
岐
の
島
町
で
は
、生
活
習
慣
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、そ
の
中
で
、小

学
５
年
・
中
学
２
年
・
高
校
２
年
を
対
象

に
、喫
煙
経
験
の
有
無
に
つ
い
て
質
問
し

て
い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、学
年
が
上

が
る
に
つ
れ
て
喫
煙
経
験
が
多
く
な
る

傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

未
成
年
者
が
喫
煙
す
る
と・・・

●
吸
い
始
め
の
年
齢
が
早
い
ほ
ど
、吸
わ

な
い
場
合
に
比
べ
て
、肺
が
ん
や
心
臓
病

で
亡
く
な
る
割
合
が
高
く
な
り
ま
す
。

●
た
ば
こ
の
有
害
物
質
の
影
響
を
受
け

や
す
い
た
め
、ニ
コ
チ
ン
依
存
症
に
な
り

や
す
く
、禁
煙
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

●
た
ば
こ
の
煙
に
含
ま
れ
る
一
酸
化
炭

素
の
影
響
で
、脳
が
酸
素
不
足
に
な
り
、

学
習
能
力
が
低
下
し
ま
す
。

●
呼
吸
器
への
影
響
で
、運
動
機
能
が
低

下
し
ま
す
。

●
す
ぐ
に
現
れ
る
症
状

　
目
や
の
ど
の
痛
み
、心
拍
数
の
増
加
、

咳
、手
足
の
先
が
冷
た
く
な
る
な
ど

●
長
期
的
な
影
響

①
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
で
死
亡
す
る
危

険
性
が
、１．３
〜
２．７
倍
に
な
り
ま
す
。

②
脳
卒
中
や
喘
息
な
ど
の
様
々
な
病
気

を
発
症
す
る
危
険
性
が
高
く
な
り

ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
妊
娠
中
に
、流
産
や
早
産
の
危
険
性

が
高
く
な
り
ま
す
。　
　
　

④
出
生
児
が
、低
出
生
体
重
児
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
両
親
の
喫
煙
が
、子
ど
も
の
喫
煙
経
験

に
つ
な
が
る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
り

ま
す
。こ
れ
を
機
会
に
、周
囲
の
大
人
も

禁
煙
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
　

　
役
場
保
健
課
健
康
係

　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
２-

８
５
６
２

未
成
年
者
の
喫
煙
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

喫
煙
は
本
人
だ
け
で
な
く
、周
囲
の
人
に

も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す 

！
　
　
　            

お困りのこと

児童に関する
こと

障がいに関
すること

高齢者に関
すること

どんな相談を 相談先 電話番号 受付時間

乳幼児福祉サービスに関すること
育児相談に関すること
児童虐待に関すること

障がい福祉サービスに関すること
障がい者虐待、成年後見制度に関すること

高齢者福祉サービスに関すること
　・介護保険に関すること
　・介護保険外のサービスに関すること
　・養護老人ホームに関すること
高齢者虐待、成年後見制度に関すること

福祉課
児童福祉係

福祉課地域福祉係

相談支援事業所
「太陽」（委託事業所）

福祉課
高齢者福祉係

隠岐の島町地域包括
支援センター

☎080-2924-1179
(相談受付用)
☎２－８５７７

☎２－８５６１

☎２－５６９９

☎２－４５００

月曜から金曜まで
（但し、祝祭日及び
年末年始を除く）

午前8時30分から
午後5時15分まで

喫煙経験の有無 （H25）
100%
80%
80%
70%
60%
50%
40%
30%
20%
10%
0%

小5

4

113

2

2

108

2

1

103

7
中2 高2

不明

いいえ

はい



農
地
に
関
す
る

　
　
　
　
　
相
談
に
つ
い
て

◆
農
地
に
関
す
る
次
の
よ
う
な
ご
相
談

は
、「
隠
岐
の
島
町
農
業
委
員
会
」
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
農
地
の
所
有
権
を
移
転（
売
買
、贈
与

な
ど
）し
た
い
場
合
は…

　
売
買
、贈
与
な
ど
に
よ
り
、農
地
の
所

有
権
を
移
転
し
た
い
場
合
は
、「
農
地
法

第
３
条
」の
許
可
が
必
要
で
す
。農
業
委

員
会
事
務
局
に
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、農
地
を
譲
り
受
け
る
人
は
、そ

の
求
め
る
農
地
の
面
積
を
含
め「
30
ａ
」

の
農
業
経
営
面
積
が
必
要
で
す
。

　
ま
た
、経
営
す
る
農
地
は
、全
部
耕
作

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
が

あ
り
ま
す
。

●
農
地
を
「
貸
し
た
い
」
、「
借
り
た
い
」

場
合
は…

　
本
町
に
は
、農
地
の
利
用
集
積
を
促

進
す
る
組
織
と
し
て「
隠
岐
の
島
町
農
業

公
社
」が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、公
社
は
、農
用
地
利
用
集
積
円

滑
化
団
体
と
し
て
、農
地
の
所
有
者
の
委

任
を
受
け
、担
い
手
に
貸
付
な
ど
を
行
う

事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度

　
赤
十
字
社
資
の
お
礼
と
報
告

　
５
月
に
実
施
し
ま
し
た「
赤
十
字
運
動
」

に
、皆
さ
ま
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
社

資
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

【
社
資
】

●
件
数
：
３
，８
６
５
件

●
金
額
：
３
，０
４
９
，３
５
０
円

　
町
民
の
皆
さ
ま
の
善
意
に
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、こ
の
社
資
は
、日
本
赤
十
字
社

島
根
県
支
部
へ
送
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
係

　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

８
５
６
１

福
祉
に
関
す
る

　
　
　
　
相
談
窓
口
に
つ
い
て

　
役
場
福
祉
課
で
は
、町
民
の
皆
さ
ま
か

ら
の
、児
童
・
障
が
い
・
高
齢
者
な
ど
、

福
祉
に
関
す
る
相
談
を
、随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
ご
本
人
、ご
家
族
、地
域
の
方
な
ど
で

困
っ
た
こ
と
や
相
談
が
あ
る
場
合
は
、下

記
ま
で
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、受
付
時
間
は
、月
曜
日
か
ら
金

曜
日
ま
で
の
、午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後

５
時
15
分
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　（※

祝
祭
日
及
び
年
末
年
始
を
除
く
）

野
焼
き
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
最
近
、家
庭
で
の
焼
却
に
関
す
る
苦
情
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
紙
く
ず
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
燃
や
し
た

り
、庭
木
の
せ
ん
定
し
た
枝
葉
を
燃
や
し
た

り
し
て
、近
所
に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん

か
？

　
こ
の
よ
う
な
野
外
で
の
廃
棄
物
の
焼
却

は
、一
部
の
例
外
を
除
き
法
律
で
禁
止
さ

れ
、違
反
者
は
、罰
せ
ら
れ
ま
す
。

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の

①
と
ん
ど
焼
き
な
ど
風
俗
習
慣
上
、ま
た

は
、宗
教
上
の
行
事
を
行
う
た
め
に
必
要

な
焼
却
。

②
稲
わ
ら・果
樹
の
伐
採
し
た
枝
の
焼
却
、

土
手
焼
き
な
ど
、農
業
・
林
業
ま
た
は
、漁

業
を
営
む
た
め
、や
む
を
得
な
い
も
の

③
た
き
火
や
せ
ん
定
し
た
庭
木
の
焼
却
な

ど
、日
常
生
活
の
中
で
通
常
行
わ
れ
る
軽

微
な
焼
却
。（「
軽
微
な
焼
却｣

と
は
、煙
の

量
や
に
お
い
な
ど
が
近
所
の
迷
惑
に
な
ら
な

い
程
度
の
少
量
の
焼
却
で
す
。）

※

例
外
に
あ
た
る
場
合
で
も
、煙
や
に
お

い
、火
の
粉
な
ど
で
、周
辺
の
方
へ
迷
惑
を

か
け
る
野
焼
き
は
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

野
焼
き
を
し
な
い
た
め
に

①
畑
や
庭
か
ら
出
た
草
木
は
焼
却
を
せ
ず

土
に
埋
め
る
か
、燃
え
る
ご
み
と
し
て
処
分

し
ま
し
ょ
う
。

②
ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
、資
源
に
な
る
も

の
は
資
源
回
収
に
出
す
こ
と
や
、生
ゴ
ミ
の

た
い
肥
化
な
ど
、積
極
的
に
リ
サ
イ
ク
ル
を

推
進
し
ま
し
ょ
う
。   

  

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
環
境
課
生
活
環
境
係

　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
２-

８
５
６
５

東
京
五
輪
に
便
乗
し
た
詐
欺
に

　
　
　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
る
、東
京
五

輪
に
便
乗
し
、「
入
場
券
が
も
ら
え
る
」

な
ど
と
話
を
持
ち
か
け
、株
取
引
や
事
業

投
資
を
勧
誘
す
る
と
い
う
事
例
が
全
国

で
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
勧
誘
例
】

●
東
京
五
輪
の
関
連
企
業
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
数
量
限
定
で
、全
国
へ
無
作
為
に

送
っ
て
い
る
か
ら
投
資
し
な
い
か
。

●
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
い
た
後
に
、電
話

を
し
た
ら
五
輪
の
入
場
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
。

●
五
輪
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
、地
価
が
上

昇
す
る
か
ら
不
動
産
を
扱
う
フ
ァ
ン
ド

に
投
資
し
な
い
か
。

　
こ
の
よ
う
な
勧
誘
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、こ
れ
ら
の
詐
欺
は
、高
齢
者

が
狙
わ
れ
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、特

に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
実
際
に
そ
の
よ
う
な
話
を
持
ち
か
け
ら

れ
た
場
合
や
、怪
し
い
電
話
が
か
か
っ
て

き
た
と
い
う
方
は
、左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　
役
場
企
画
財
政
課
企
画
調
整
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　電
話
２-

８
５
６
６

●
農
地
を
相
続
す
る
場
合
は…

　　
相
続
な
ど
に
よ
っ
て
農
地
を
取
得
し

た
人
は
、農
地
の
あ
る
農
業
委
員
会
へ
の

届
出
が
必
要
で
す
。 

●
農
地
を
農
地
以
外（
植
林
、宅
地
、墓

地
な
ど
）に
転
用
し
た
い
場
合
は…

　
ご
自
分
が
所
有
す
る
農
地
を
転
用
す
る

場
合
は
、「
農
地
法
第
４
条
」、別
の
人
が

所
有
す
る
農
地
を
求
め
転
用
す
る
場
合

は
、「
農
地
法
第
５
条
」の
許
可
が
必
要

で
す
。農
業
委
員
会
事
務
局
に
申
請
書

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※

許
可
な
し
に
転
用
行
為
を
行
な
っ
た

場
合
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。 

■
お
問
い
合
わ
せ
先
　
　

　
隠
岐
の
島
町
農
業
委
員
会
事
務
局

　
役
場
農
林
水
産
課
内

　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
２-

８
５
６
３
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子
ど
も
と
た
ば
こ

子
ど
も
と
た
ば
こ

　
隠
岐
の
島
町
で
は
、生
活
習
慣
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
て
お
り
、そ
の
中
で
、小

学
５
年
・
中
学
２
年
・
高
校
２
年
を
対
象

に
、喫
煙
経
験
の
有
無
に
つ
い
て
質
問
し

て
い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
は
、学
年
が
上

が
る
に
つ
れ
て
喫
煙
経
験
が
多
く
な
る

傾
向
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

未
成
年
者
が
喫
煙
す
る
と・・・

●
吸
い
始
め
の
年
齢
が
早
い
ほ
ど
、吸
わ

な
い
場
合
に
比
べ
て
、肺
が
ん
や
心
臓
病

で
亡
く
な
る
割
合
が
高
く
な
り
ま
す
。

●
た
ば
こ
の
有
害
物
質
の
影
響
を
受
け

や
す
い
た
め
、ニ
コ
チ
ン
依
存
症
に
な
り

や
す
く
、禁
煙
し
に
く
く
な
り
ま
す
。

●
た
ば
こ
の
煙
に
含
ま
れ
る
一
酸
化
炭

素
の
影
響
で
、脳
が
酸
素
不
足
に
な
り
、

学
習
能
力
が
低
下
し
ま
す
。

●
呼
吸
器
への
影
響
で
、運
動
機
能
が
低

下
し
ま
す
。

●
す
ぐ
に
現
れ
る
症
状

　
目
や
の
ど
の
痛
み
、心
拍
数
の
増
加
、

咳
、手
足
の
先
が
冷
た
く
な
る
な
ど

●
長
期
的
な
影
響

①
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
で
死
亡
す
る
危

険
性
が
、１．３
〜
２．７
倍
に
な
り
ま
す
。

②
脳
卒
中
や
喘
息
な
ど
の
様
々
な
病
気

を
発
症
す
る
危
険
性
が
高
く
な
り

ま
す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
妊
娠
中
に
、流
産
や
早
産
の
危
険
性

が
高
く
な
り
ま
す
。　
　
　

④
出
生
児
が
、低
出
生
体
重
児
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
両
親
の
喫
煙
が
、子
ど
も
の
喫
煙
経
験

に
つ
な
が
る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ
り

ま
す
。こ
れ
を
機
会
に
、周
囲
の
大
人
も

禁
煙
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　
　

　
役
場
保
健
課
健
康
係

　
　
　
　
　
　
　
　
電
話
２-

８
５
６
２

未
成
年
者
の
喫
煙
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
！

喫
煙
は
本
人
だ
け
で
な
く
、周
囲
の
人
に

も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す 

！
　
　
　            

お困りのこと

児童に関する
こと

障がいに関
すること

高齢者に関
すること

どんな相談を 相談先 電話番号 受付時間

乳幼児福祉サービスに関すること
育児相談に関すること
児童虐待に関すること

障がい福祉サービスに関すること
障がい者虐待、成年後見制度に関すること

高齢者福祉サービスに関すること
　・介護保険に関すること
　・介護保険外のサービスに関すること
　・養護老人ホームに関すること
高齢者虐待、成年後見制度に関すること

福祉課
児童福祉係

福祉課地域福祉係

相談支援事業所
「太陽」（委託事業所）

福祉課
高齢者福祉係

隠岐の島町地域包括
支援センター

☎080-2924-1179
(相談受付用)
☎２－８５７７

☎２－８５６１

☎２－５６９９

☎２－４５００

月曜から金曜まで
（但し、祝祭日及び
年末年始を除く）

午前8時30分から
午後5時15分まで

喫煙経験の有無 （H25）
100%
80%
80%
70%
60%
50%
40%
30%
20%
10%
0%

小5

4

113

2

2

108

2

1

103

7
中2 高2

不明

いいえ

はい



　

隠
岐
水
産
高
校
食
品
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
、11
月
１
日（
金
）に
東
京
銀
座
で

開
催
さ
れ
た
、「
第
２
回
ご
当
地
！
絶
品

う
ま
い
も
ん
甲
子
園
」に
出
場
し
、出
品

し
た「
闘
牛
ブ
リ
バ
ー
ガ
ー
」が
、準
優

勝
と
な
る
、水
産
庁
長
官
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

大
会
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
は
、広
報

「
隠
岐
の
島
」
平
成
25
年
11
月
号
情
報

ア
ラ
カ
ル
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

本
町
の
農
産
物
生
産
者
が
、島
根
県
の

『
安
全
で
美
味
し
い
島
根
の
県
産
品
認

証
制
度（
美
味
し
ま
ね
認
証
）』の
認
証

を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、消
費
者
の
信
頼
の
確
保

と
販
売
拡
大
を
目
的
と
し
て
、県
内
で
生

産
さ
れ
る
農
林
水
産
物
で
、「
高
い
安
全

性
」と「
優
れ
た
品
質
」を
兼
ね
備
え
た

産
品
を
生
産
す
る
生
産
者・生
産
方
法
を
、

知
事
が
認
証
す
る
も
の
で
す
。

　

認
証
さ
れ
た
生
産
者
及
び
品
目
名
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
生
産
者
】

　

株
式
会
社 

吉
崎
工
務
店

【
品
目
名
】

　
　
①
ト
マ
ト（
ミ
デ
ィ
ト
マ
ト
）

　

②
ピ
ー
マ
ン（
カ
ラ
ー
ピ
ー
マ
ン
）

隠
岐
水
産
高
校
食
品
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

水
産
庁
長
官
賞
受
賞

島
の
野
菜
が「
美
味
し
ま
ね
」に
認
証

　

10
月
８
日
、隠
岐
の
島
町
と
西
日
本
電

信
電
話
株
式
会
社
は
、町
内
で
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
、被
災
者
な
ど
の

通
信
を
確
保
す
る「
非
常
用
電
話（
特
設

公
衆
電
話
）の
設
置
利
用
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
に
よ
り
、大
規
模
災
害
に

備
え
て
、次
の
５
か
所
に
非
常
用
電
話
が

設
置
さ
れ
ま
す
。

非
常
用
電
話
設
置
場
所

①
西
郷
小
学
校　
　

②
都
万
小
学
校

③
五
箇
中
学
校

④
北
小
学
校

⑤
布
施
公
民
館

※

回
線
数
は
、す
べ
て
１
回
線
。

災
害
時
に
非
常
用
電
話
を
設
置

　
　
　
町
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
協
定
を
締
結

賞状を手にする隠岐水産高校食品クラブの皆さん
（写真中央の赤いエプロン姿）（11月1日、東京銀座）

生産しているトマトとカラーピーマン

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
水
産
課
水
産
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
　　

電
話
２-

８
５
６
３

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
農
林
水
産
部

　
　
　
　
　
　
　
　

食
料
安
全
推
進
課　

　
　
　
　

電
話
０
８
５
２-

２
２-

６
０
１
１

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
消
防
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-
２
１
１
１

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
竹
島
対
策
係

　
　
　
　
　
　

 　

電
話
２‐

２
１
１
１

協定書を手にする、西日本電信電話株式会社、
杉島辰海島根支店長（写真左）と松田町長

　

外
務
省
で
は
、竹
島
に
関
す
る
広
報

用
の
動
画
を
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

公
開
し
て
い
ま
す
。（
日
本
語
版
及
び

英
語
版
）

　

公
開
し
て
い
る
動
画
は
、約
１
分
30

秒（
日
本
語
版
）で
、竹
島
で
の
漁
業
権

や
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
、李
承

晩
ラ
イ
ン
な
ど
に
つ
い
て
、説
明
さ
れ
て

い
ま
す
。皆
さ
ま
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、こ
の
動
画
を
視
聴
す
る
た
め

に
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ

た
パ
ソ
コ
ン
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い

な
い
ご
家
庭
の
方
は
、隠
岐
の
島
町
図

書
館
に
設
置
さ
れ
て
い
る
無
料
の
パ
ソ

コ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
竹
島
問
題
）】

http://w
w
w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/

area/takeshim
a/　

●壇鏡の滝（だんぎょうのたき）●壇鏡の滝（だんぎょうのたき）●壇鏡の滝（だんぎょうのたき）

おすすめ！ジオサイト

　壇鏡の滝は、崖の上の部分がオーバーハングしている
ので、後ろから滝を楽しめるし、シャワーみたいに水が落
ちてきますね。この形には、地質的な由来があります。よく
見ると崖の上の部分と下の部分が、成分が違うということ
が分かります。上の部分は、粗面岩で、堅くて削られにくく
なっています。下の部分は、火砕岩で、柔らかくてえぐれ
やすいので、下の部分のほうが浸食されました。このおか
げで、歩道ができたり滝のすぐ隣に神社を建てることがで
きたのです。神秘的なところですね。地質と滝と宗教のつ
ながりがわかります。

第３回 基礎から学ぶ

ジオパーク講座ジオパーク講座

■日時  １２月８日（日） 13: 30～
■場所 五箇生涯学習センター
■内容 世界ジオパーク認定までの経緯
          ジオパークの基礎知識
          隠岐の島町のジオサイト紹介
          屋外ミニ学習会（会場周辺）
【お問い合わせ先】
教育委員会生涯学習課文化振興係
電話 ２‐２１２６　 Fax ２－０６１９

お

い

　ジオパークの基礎から、隠岐ジオパ
ークの見どころまで、楽しく学ぶこと
ができます。（参加無料）

竹
島
に
関
す
る
政
府
広
報
用

　
　

動
画
が
公
開
さ
れ
ま
し
た

「
ジ
オ
」と
は
す
べ
て
の
源
に
な
る
母
な
る
大
地

　
　
〜
フ
ラ
ン
ス
人
地
質
・
人
類
学
者
ギ
ー
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
さ
ん
に
学
ぶ
〜

　

今
年
10
月
に
行
わ
れ
た
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
隠
岐
大
会
で
は
、フ
ラ
ン

ス
人
の
地
質
学
者・人
類
学
者
の
ギ
ー・マ
ル

テ
ィ
ー
ニ
さ
ん
に
、ジ
オ
パ
ー
ク
の
本
来
の

意
味
と
文
化
遺
産
の
重
要
性
に
つ
い
て
基

調
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
録
画
が
ジ
オ
パ

ー
ク
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

ニ
ュ
ー
ス
項
目
に
あ
り
ま

す
の
で
、是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。こ
の
講
演
は
、ま
ず「
ジ

オ
パ
ー
ク
」と
い
う
言
葉

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の「
ジ
オ
」

と
い
え
ば
一
般
的
に「
ジ

オ
ロ
ジ

ー
」（
地

質
学
）を

想
像
し

ま
す
が
、

本
来
は
、

ギ
リ
シ
ャ
文
明
の
大
地
の

女
神
「
ガ
イ
ア
」
か
ら
来

て
い
ま
す
。

　

地
質
だ
け
で
は
な
く
、

自
然
、人
間
の
生
活
、宗

教
、技
術
、歴
史
な
ど
す

べ
て
の
ベ
ー
ス
に
な
る
大

地
と
い
う
意
味
も
含
め
て

い
る
わ
け
で
す
。

　

現
代
で
は
、ジ
オ
と
い
う
と
科
学
的
な
も

の
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、昔
の

人
達
は
、大
地
そ
の
も
の
を
示
す
も
の
と

し
て
ジ
オ
の
本
来
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ち
な
み
に
、マ
テ
ィ

ー
ニ
さ
ん
の
隠
岐
に
つ

い
て
の
感
想
で
す
が
、

「
す
ば
ら
し
い
自
然
と

地
質
に
感
動
し
た
が
、

そ
れ
以
上
に
、〝
人
〞と

〝
環
境
〞と
の
つ
な
が
り

を
よ
く
感
じ
ら
れ
る
と
こ

ろ
に
感
動
し
た
。」と
語

って
お
ら
れ
ま
し
た
。隠

岐
は
、彼
に
と
って「　

　
　
　
　
　
　
　

」

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

（写真右）那久岬にて
（写真下）久見海岸にて（右から
2番目がギー・マルティーニさん）
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第7回



　

隠
岐
水
産
高
校
食
品
ク
ラ
ブ
の
皆
さ

ん
が
、11
月
１
日（
金
）に
東
京
銀
座
で

開
催
さ
れ
た
、「
第
２
回
ご
当
地
！
絶
品

う
ま
い
も
ん
甲
子
園
」に
出
場
し
、出
品

し
た「
闘
牛
ブ
リ
バ
ー
ガ
ー
」が
、準
優

勝
と
な
る
、水
産
庁
長
官
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

大
会
の
概
要
な
ど
に
つ
い
て
は
、広
報

「
隠
岐
の
島
」
平
成
25
年
11
月
号
情
報

ア
ラ
カ
ル
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

本
町
の
農
産
物
生
産
者
が
、島
根
県
の

『
安
全
で
美
味
し
い
島
根
の
県
産
品
認

証
制
度（
美
味
し
ま
ね
認
証
）』の
認
証

を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、消
費
者
の
信
頼
の
確
保

と
販
売
拡
大
を
目
的
と
し
て
、県
内
で
生

産
さ
れ
る
農
林
水
産
物
で
、「
高
い
安
全

性
」と「
優
れ
た
品
質
」を
兼
ね
備
え
た

産
品
を
生
産
す
る
生
産
者・生
産
方
法
を
、

知
事
が
認
証
す
る
も
の
で
す
。

　

認
証
さ
れ
た
生
産
者
及
び
品
目
名
は

次
の
と
お
り
で
す
。

【
生
産
者
】

　

株
式
会
社 

吉
崎
工
務
店

【
品
目
名
】

　
　
①
ト
マ
ト（
ミ
デ
ィ
ト
マ
ト
）

　

②
ピ
ー
マ
ン（
カ
ラ
ー
ピ
ー
マ
ン
）

隠
岐
水
産
高
校
食
品
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　

水
産
庁
長
官
賞
受
賞

島
の
野
菜
が「
美
味
し
ま
ね
」に
認
証

　

10
月
８
日
、隠
岐
の
島
町
と
西
日
本
電

信
電
話
株
式
会
社
は
、町
内
で
大
規
模
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
、被
災
者
な
ど
の

通
信
を
確
保
す
る「
非
常
用
電
話（
特
設

公
衆
電
話
）の
設
置
利
用
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
に
よ
り
、大
規
模
災
害
に

備
え
て
、次
の
５
か
所
に
非
常
用
電
話
が

設
置
さ
れ
ま
す
。

非
常
用
電
話
設
置
場
所

①
西
郷
小
学
校　
　

②
都
万
小
学
校

③
五
箇
中
学
校

④
北
小
学
校

⑤
布
施
公
民
館

※

回
線
数
は
、す
べ
て
１
回
線
。

災
害
時
に
非
常
用
電
話
を
設
置

　
　
　
町
と
Ｎ
Ｔ
Ｔ
で
協
定
を
締
結

賞状を手にする隠岐水産高校食品クラブの皆さん
（写真中央の赤いエプロン姿）（11月1日、東京銀座）

生産しているトマトとカラーピーマン

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
農
林
水
産
課
水
産
振
興
係

　
　
　
　
　
　
　
　　

電
話
２-

８
５
６
３

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

島
根
県
農
林
水
産
部

　
　
　
　
　
　
　
　

食
料
安
全
推
進
課　

　
　
　
　

電
話
０
８
５
２-

２
２-

６
０
１
１

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
消
防
防
災
係

　
　
　
　
　
　
　
　

電
話
２-

２
１
１
１

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
総
務
課
竹
島
対
策
係

　
　
　
　
　
　

 　

電
話
２‐

２
１
１
１

協定書を手にする、西日本電信電話株式会社、
杉島辰海島根支店長（写真左）と松田町長

　

外
務
省
で
は
、竹
島
に
関
す
る
広
報

用
の
動
画
を
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

公
開
し
て
い
ま
す
。（
日
本
語
版
及
び

英
語
版
）

　

公
開
し
て
い
る
動
画
は
、約
１
分
30

秒（
日
本
語
版
）で
、竹
島
で
の
漁
業
権

や
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
平
和
条
約
、李
承

晩
ラ
イ
ン
な
ど
に
つ
い
て
、説
明
さ
れ
て

い
ま
す
。皆
さ
ま
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、こ
の
動
画
を
視
聴
す
る
た
め

に
は
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
さ
れ

た
パ
ソ
コ
ン
な
ど
が
必
要
と
な
り
ま
す

が
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
い

な
い
ご
家
庭
の
方
は
、隠
岐
の
島
町
図

書
館
に
設
置
さ
れ
て
い
る
無
料
の
パ
ソ

コ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（
竹
島
問
題
）】

http://w
w
w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/

area/takeshim
a/　

●壇鏡の滝（だんぎょうのたき）●壇鏡の滝（だんぎょうのたき）●壇鏡の滝（だんぎょうのたき）

おすすめ！ジオサイト

　壇鏡の滝は、崖の上の部分がオーバーハングしている
ので、後ろから滝を楽しめるし、シャワーみたいに水が落
ちてきますね。この形には、地質的な由来があります。よく
見ると崖の上の部分と下の部分が、成分が違うということ
が分かります。上の部分は、粗面岩で、堅くて削られにくく
なっています。下の部分は、火砕岩で、柔らかくてえぐれ
やすいので、下の部分のほうが浸食されました。このおか
げで、歩道ができたり滝のすぐ隣に神社を建てることがで
きたのです。神秘的なところですね。地質と滝と宗教のつ
ながりがわかります。

第３回 基礎から学ぶ

ジオパーク講座ジオパーク講座

■日時  １２月８日（日） 13: 30～
■場所 五箇生涯学習センター
■内容 世界ジオパーク認定までの経緯
          ジオパークの基礎知識
          隠岐の島町のジオサイト紹介
          屋外ミニ学習会（会場周辺）
【お問い合わせ先】
教育委員会生涯学習課文化振興係
電話 ２‐２１２６　 Fax ２－０６１９

お

い

　ジオパークの基礎から、隠岐ジオパ
ークの見どころまで、楽しく学ぶこと
ができます。（参加無料）

竹
島
に
関
す
る
政
府
広
報
用

　
　

動
画
が
公
開
さ
れ
ま
し
た

「
ジ
オ
」と
は
す
べ
て
の
源
に
な
る
母
な
る
大
地

　
　
〜
フ
ラ
ン
ス
人
地
質
・
人
類
学
者
ギ
ー
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
さ
ん
に
学
ぶ
〜

　

今
年
10
月
に
行
わ
れ
た
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
隠
岐
大
会
で
は
、フ
ラ
ン

ス
人
の
地
質
学
者・人
類
学
者
の
ギ
ー・マ
ル

テ
ィ
ー
ニ
さ
ん
に
、ジ
オ
パ
ー
ク
の
本
来
の

意
味
と
文
化
遺
産
の
重
要
性
に
つ
い
て
基

調
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
録
画
が
ジ
オ
パ

ー
ク
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の

ニ
ュ
ー
ス
項
目
に
あ
り
ま

す
の
で
、是
非
ご
覧
く
だ

さ
い
。こ
の
講
演
は
、ま
ず「
ジ

オ
パ
ー
ク
」と
い
う
言
葉

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
の「
ジ
オ
」

と
い
え
ば
一
般
的
に「
ジ

オ
ロ
ジ

ー
」（
地

質
学
）を

想
像
し

ま
す
が
、

本
来
は
、

ギ
リ
シ
ャ
文
明
の
大
地
の

女
神
「
ガ
イ
ア
」
か
ら
来

て
い
ま
す
。

　

地
質
だ
け
で
は
な
く
、

自
然
、人
間
の
生
活
、宗

教
、技
術
、歴
史
な
ど
す

べ
て
の
ベ
ー
ス
に
な
る
大

地
と
い
う
意
味
も
含
め
て

い
る
わ
け
で
す
。

　

現
代
で
は
、ジ
オ
と
い
う
と
科
学
的
な
も

の
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、昔
の

人
達
は
、大
地
そ
の
も
の
を
示
す
も
の
と

し
て
ジ
オ
の
本
来
の
重
要
性
を
理
解
し
て
い

た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

ち
な
み
に
、マ
テ
ィ

ー
ニ
さ
ん
の
隠
岐
に
つ

い
て
の
感
想
で
す
が
、

「
す
ば
ら
し
い
自
然
と

地
質
に
感
動
し
た
が
、

そ
れ
以
上
に
、〝
人
〞と

〝
環
境
〞と
の
つ
な
が
り

を
よ
く
感
じ
ら
れ
る
と
こ

ろ
に
感
動
し
た
。」と
語

って
お
ら
れ
ま
し
た
。隠

岐
は
、彼
に
と
って「　

　
　
　
　
　
　
　

」

に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

（写真右）那久岬にて
（写真下）久見海岸にて（右から
2番目がギー・マルティーニさん）

 very special place a 

第7回



お宝！隠岐の「地産」食材

※
10
月
31
日
ま
で
の
受
付
分（
敬
称
略
）

住 所　郡５２２－１さかえ交通

24時間受付　電話 ５－３０９９

○寝台車の営業を始めました
（寝台車は、病院から死亡退院時に使用）

○福祉タクシーも
　　　　　　対応しています
（ストレッチャー・車いすでご利用できます）

髙
宮

　
萌

　
　
西
町

　  

髙
宮

　
秀
司

石
田

　
直
志

　
　蛸
木

　  
石
田

　
勤

長
澤

　
芽

　
　
　城
北
町 
長
澤

　
理
夫

富
永
　
愛
美
　
　中
村
　  

富
永
　
俊
一

福
良
　
嚴
宏
　
　
都
万
　
　  

49
歳

藤
野

　
シ
マ

　
　
今
津

　  

　
104
歳

大
上
　
進
　
　
　
布
施
　  

　
86
歳

松
森
　
盛
　
　
　
城
北
町
　  

79
歳

池
田
　
ル
イ
　
　
西
町
　  

　
83
歳

乃
木
　
德
康
　
　
都
万
　
　  

87
歳

石 

　
末
吉
　
　
港
町
　  

　
95
歳

野
津
　
フ
ミ
　
　
加
茂
　
　  

92 

歳

門
　
　
次
子
　
　
港
町
　
　  

91
歳kyomiyabunten.com

も
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な
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し

め
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ま
な  

み

vol.２１

　秋の代表的な味覚「さつま芋」。町内でも、収穫
された方が多いのではないでしょうか。
　今回は、さつま芋のやさしい甘さを生かした素
朴な味の「ぼた餅」をご紹介します。

■材料（１５個分）
　米（２合）
　（もち米８：白米２）
　さつま芋（５００ｇ）
　砂糖（１００ｇ）
　塩（小さじ１）
　水（適量）

■作り方
　① さつま芋は洗って皮をむき、一口大に切る。水にさ 
　　らしてアクを抜いたら、水気を切って蒸し、熱い
　　うちにつぶして、砂糖・塩を加える。
（＊砂糖の量はさつま芋の甘さによって加減する）
　② 粗熱がとれたら、あん玉をつくる。
　③ ご飯を炊き、熱いうちに水でぬらしたすりこ木で
　　 半づきにする。
　④ 粗熱がとれたら、芋あんの個数と同じ数を丸める。
　⑤ 手に芋あんを広げて、丸めたごはんを包み込む。
＊隠岐の島町健康づくり推進協議会食生活部会「地産地消をすすめよう！
地元食材を使用したおすすめレシピ」より

さつま芋のぼた餅

今年も美味しい今年も美味しい

期間限定米 販売中です！販売中です！

忘年会忘年会ご予約
承ります
ご予約
承ります

各種コース・ご用意しております。
ご予算に応じたご相談も承ります。
ご予約はお早めに

贈り物 うつわ お茶 暮しの道具うつわ お茶 暮しの道具
新築・結婚・出産等各種内祝い
お気軽にお問い合わせ下さい

あったかマイルームあったかマイルーム

お歳暮早期予約受付中お歳暮早期予約受付中
12月1日まで12月1日まで
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1
2

平成25年11月1日現在

15,236（－18）人

7,960（－8）人

7,223（－8）

7,276（－10）人

内15歳未満1,746人〔11.5％〕
内65歳以上5,378人〔35.3％〕

増  転入15人 出生8人   その他0人
減  転出18人 死亡23人 その他0人

図書館休館

図書館休館

図書館休館

隠岐の島町ノーレジ袋デー

年金相談　13：00～16:00（役場ふれあいセンター） 

年金相談　 9：30～12:00（役場ふれあいセンター）

食育の日

クリスマス会　15:00～（隠岐の島町図書館）

図書館休館

図書館休館（1月4日まで）

天皇誕生日

12 第７回 隠岐の島町水泳競技会
と　き 12月1日（日）　
           午前９時～
ところ  屋内温水プール

■お問い合わせ先　屋内温水プール　電話２－７１１７

第３０回 みんなでつくる発表会

と　き 12月8日（日）　
           午前1時30分～午後4時
ところ  隠岐島文化会館

■お問い合わせ先  社会福祉法人わかば（あじさい）  電話２－5699

２０１４ 隠岐の島カレンダー販売

●価格/１冊1,000円（税込）B３二つ折り全28ページ
●販売場所/役場観光課・各支所・中出張所・町内各書店
●お申し込み・お問い合わせ先
　役場観光課　電話２－８５７５　FAX　２－４９９７
　Eメール　kankou@town.okinoshima.shimane.jp

第7回隠岐の島町水泳競技会　9：00～（屋内温水プール）
木質バイオマス講演会　10:00～　（隠岐島文化会館）

人権相談　13：00～15：00（役場布施支所）
議会定例会開会　9：30～（12月13日まで）

人権相談　13：00～16：00（隠岐島文化会館）

人権相談　10：00～12：00（中里集会所）
　　　　　13：00～15：00（役場五箇支所）

第30回みんなでつくる発表会　13:30～16:00 （隠岐島文化会館）
ジオパーク講座　13：30～　（五箇生涯学習センター）

遺言書作成体験講座 第2回 10:00～12:00（隠岐の島町
図書館）

納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）
図書館休館

官庁仕事納め
納付金時間外窓口　17：15～19：00（役場税務課）

第3回隠岐国巡回講座「隠岐国分寺とその時代」 14：00
～（隠岐島文化会館）
遺言書作成体験講座 第1回 10:00～12:00（隠岐の島町
図書館）

発送料無料で全国へお届けします。発送料無料で全国へお届けします。
隠岐の島町の風景、伝統行事の写真を掲載した趣深い内容
です。ご自宅用、ご贈答用として、ぜひご利用ください。
隠岐の島町の風景、伝統行事の写真を掲載した趣深い内容
です。ご自宅用、ご贈答用として、ぜひご利用ください。

▼
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
回
想
さ
せ

る
よ
う
な
悲
惨
な
光
景
が
テ
レ
ビ
画
面
を

覆
い
ま
し
た
。
猛
烈
な
台
風
30
号
が
、フ

ィ
リ
ピ
ン
を
直
撃
し
、
壊
滅
的
な
被
害
状

況
の
影
像
で
し
た
。一
刻
も
早
い
、
被
災

者
の
救
助
と
国
際
的
な
救
援
が
急
が
れ

ま
す
。▼
今
年
は
、台
風
、集
中
豪
雨
な
ど

異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
台
風
26
号
に
よ
る
東
京
都
大
島
町
の

被
害
も
、人
ご
と
と
は
感
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

本
町
も
台
風
24
号
接
近
に
よ
り
、近
年
に

は
め
ず
ら
し
く
、全
町
が
長
時
間
の
停
電

と
な
り
ま
し
た
。
私
事
で
す
が
、
そ
の
日

の
早
朝
、
停
電
に
気
づ
く
な
り
、
あ
わ
て

て
懐
中
電
灯
を
探
す
や
ら
、防
災
無
線
の

電
池
を
交
換
す
る
や
ら
で
、ば
た
ば
た
し

ま
し
た
。も
し
こ
れ
が
深
夜
で
あ
っ
た
ら
、と

思
う
と
・・・
。「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
。

日
頃
か
ら
備
え
の
大
切
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。▼
防
災
グ
ッ
ズ
の
準
備
や
、地
域
ぐ

る
み
の
協
力
体
制
な
ど
、家
庭
や
地
域
で

で
き
る
こ
と
を
、
改
め
て
点
検
し
て
お
き

た
い
も
の
で
す
。▼
先
般
、那
久
地
区
の
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
の
取
材
を
し
ま
し
た
。

高
齢
化
と
過
疎
化
が
進
む
中
で
、何
と
か

地
域
に
元
気
が
出
る
よ
う
に
と
、大
会
を

初
め
て
誘
致
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
当

日
ま
で
に
、
地
区
民
総
出
で
グ
ラ
ウ
ン
ド

整
備
を
行
い
、地
区
内
外
か
ら
多
く
の
チ

ー
ム
が
参
加
し
た
大
会
で
し
た
。
こ
の
よ

う
な
日
々
の
活
動
が
、み
ん
な
で
力
を
あ

わ
せ
て
地
域
を
守
る
意
識
を
高
め
、そ
し

て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
も
、
力
を
発
揮
す

る
も
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。（
Ｔ
．Ｉ
）

1
1
0
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子
ども
消
防
団
磯
小
学
校
今
津
班
と
称
し
、大
人
顔
負
け
の
操
法
技
術
を
披
露
し
た
子
ども
た
ち
に
、会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
まし
た
。

　
子
ども
た
ち
は
、昨
年
、県
大
会
に
出
場
し
た
隠
岐
の
島
町
消
防
団
磯
分
団
今
津
班
の
団
員
に
よ
る
、小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
練
習
風
景
を
見
学
し
て

い
る
う
ち
に
、興
味
を
持
ち
、数
週
間
の
練
習
を
重
ね
、今
回
初
披
露
と
な
り
まし
た
。

子
ど
も
た
ち
に
よ
る
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
披
露（
今
津
地
区
運
動
会
）１０
月１３日（

今
津
集
会
所
）

空路でつながるまちとまち

日本ジオパーク隠岐大会が開催されました

谷田紗彩さん
　
島根県知事賞受賞

1  日   日

8  日   日

7  日   土

2  日   月

9  日   月
10  日   火
11  日   水
12  日   木
13  日   金

14  日   土

16  日   月

17  日   火
18  日   水
19  日   木
20  日   金
21  日   土
22  日   日
23  日   月

15  日   日

24  日   火
25  日   水
26  日   木

27  日   金

29  日   日
30  日   月
31  日   火

28  日   土

3  日   火

4  日   水

5  日   木

6  日   金


